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提言提言
山岸　宏議員

（
質
問
）

　

行
政
区
、
町
内
会
の
活
動

は
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し

て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
町
と
し
て
そ
の

活
動
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
活
動

費
の
助
成
な
ど
が
で
き
な
い

か
。

飯沼新吾議員

（
質
問
）

　

新
規
採
用
職
員
、
若
手
職

員
の
研
修
は
、
民
間
企
業
の

事
前
研
修
と
比
較
す
る
と
少

な
い
と
感
じ
る
。

　

今
後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も

更
な
る
充
実
が
必
要
で
は
な

い
か
。

議会基本条例に基づき、議員同士の討議を行い町長に対し、次の５つの提言を行いました。

議会からの5つの議会からの5つの
☆
提
言
１

　

姉
妹
友
好
都
市
の
交
流
促
進

☆
提
言
２

　

鹿
追
町
民
花
火
大
会
の
継
続

☆
提
言
４

　

企
業
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）

進
出

☆
提
言
３

　

道
々
85
号
線
鹿
追
糠
平　

　

線
の
通
年
開
通
の
模
索
を

☆
提
言
５

　

農
家
周
辺
の
環
境
整
備
の

　

推
進

　

民
間
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
る
東

京
都
台
東
区
と
の
友
好
親
善
交
流

は
、
行
政
・
議
会
・
民
間
と
一
体
と

な
っ
た
一
層
の
促
進
を
。

【
回
答
】

　

交
流
の
よ
り
一
層
の
促
進
を
図
り

た
い
。
互
い
に
子
ど
も
の
交
流
を
推

し
進
め
、
将
来
的
に
物
産
の
販
売
を

目
指
し
た
い
。

　

鹿
追
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

繋
が
り
経
済
波
及
効
果
も
見
込
ま
れ

る
た
め
継
続
的
な
開
催
が
必
要
。
開

催
周
知
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
重
ね
て
早
期

に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
。

【
回
答
】

　

町
外
か
ら
の
来
客
も
大
勢
見
込

め
、
経
済
波
及
効
果
が
生
ま
れ
る
。

　

新
年
度
３
百
万
円
を
予
算
化
、
花

火
募
金
等
も
検
討
。

　

７
月
28
日
（
土
）
開
催
を
予
定
。

　

然
別
湖
と
糠
平
を
つ
な
ぐ
道
々
85

号
線
鹿
追
糠
平
線
は
、
観
光
地
を
結

ぶ
道
路
で
あ
り
、
冬
期
間
観
光
振
興

策
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
通
年
開
通

の
方
向
性
の
模
索
を
。

　【
回
答
】

　

上
士
幌
町
、
関
係
諸
団
体
と
の
情

報
交
換
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め

る
。

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
町
へ
の
進
出

は
、
利
便
性
、
雇
用
も
生
ま
れ
、
消

費
者
の
選
択
に
も
つ
な
が
る
。
町
有

地
と
の
土
地
の
賃
貸
契
約
は
慎
重

に
。

【
回
答
】

　

出
店
に
は
前
向
き
な
返
事
を
行
っ

た
。

※
面
積
３
千
３
５
０
㎡
、
９
月
中
の
オ
ー
プ
ン

を
予
定
。

　

農
家
周
辺
の
環
境
整
備
は
防
疫
の

視
点
か
ら
も
鹿
追
町
農
業
を
守
る
た

め
、
農
村
と
都
市
の
在
り
方
の
全
国

の
モ
デ
ル
的
な
事
業
と
し
て
推
進

を
。

【
回
答
】

　

農
村
と
都
市
の
在
り
方
に
必
要
な

計
画
を
一
年
か
け
て
策
定
（
町
・
大

学
・
営
対
協
）。
景
観
、
環
境
、
衛

生
等
全
体
を
考
慮
し
、
交
流
人
口
の

増
も
模
索
す
る
。

つぶやき ■パン用小麦「ゆめちから」。鹿追でも今秋から播種。面積は十勝 1。モチモチ、
しっとり、小麦の味が際立つ。

QA
職員研修

更
な
る
充
実
を

Q

A

町
内
会
活
動

支援は出来ないか

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

成
績
が
職
員
と
し
て
問
題

が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
更

に
試
用
期
間
を
６
ヶ
月
延
伸

す
る
。
職
員
と
し
て
基
本
的

な
素
養
を
持
っ
て
い
な
い
職

員
も
い
る
と
考
え
て
い
る
の

で
、
今
後
は
し
っ
か
り
と
内

部
研
修
を
通
し
て
身
に
つ
け

さ
せ
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
独
自
の
研
修
と
し
て
、

ご
み
分
別
作
業
や
花
作
業
、

更
に
は
介
護
体
験
な
ど
を
実

施
し
職
員
と
し
て
の
素
養
を

身
に
つ
け
る
研
修
を
行
っ
て

い
る
。

若
手
職
員
の
青
年
活
動
等
へ

の
参
加
や
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
も
重
要
と

考
え
、
今
後
と
も
積
極
的
に

進
め
た
い
。

（
質
問
）

　

今
ま
で
採
用
内
定
で
の
研

修
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
？

（
答
弁
）
大
井
総
務
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
行
っ
て
な

い
。

（
質
問
）

　

今
後
更
に
研
修
、
接
遇
、

身
だ
し
な
み
に
は
厳
し
く
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）
小
林
教
育
長

　

指
導
し
て
い
き
た
い
。

積
極
的
に
進
め
た
い

（
質
問
）

　

町
内
会
で
住
民
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る

よ
う
な
行
事
に
対
す
る
メ

ニ
ュ
ー
の
提
示
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
な
い
か
？　

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
で
は
、行
政
区
長
会
議
、

主
要
懸
案
事
項
説
明
会
な
ど

を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
共
有
や
意
見
交
換
を
し
て

お
り
活
動
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。

　

一
般
的
に
住
民
同
士
の
関

係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
見
守
り
な
ど
地
域
に
お

け
る
連
携
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
お
り
更
な
る
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

更なる支援を進めたい

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
の
で
そ
れ

を
模
範
と
し
て
、
行
政
側
も

共
に
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
で
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
研

修
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。　
　

然別湖

自衛隊鹿追駐屯地での役場職員研修

笹川地区のこども相撲


